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市制施行 70 周年
記念イベント

　舞鶴市は今年、市制施行 70 周年を迎えまし
た。５月 18 日には総合文化会館で記念式典を
実施。また同日、70 周年記念イベントとして、
全国で初の開催となる海上自衛隊舞鶴音楽隊
と海上保安庁音楽隊（東京都）によるジョイ
ントコンサートが行われたことは、皆さんの
記憶にも新しいのではないでしょうか。
　そして記念すべきこの年をさらに盛り上げ
るため、８月 26 日㈪に西運動広場でＮＨＫの

「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」、10
月 20 日㈰には赤れんがパーク周辺で「舞鶴赤
れんがハーフマラソン」を実施。
　一緒にイベントを盛り上げて、記憶に残る
年にしましょう。

さらに機運を盛り上げて

　

協
賛
企
業
な
ど
を
募
集

　
大
会
に
協
賛
い
た
だ
け
る
企
業

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
企
業
名
な
ど
を
掲
載
。

全
国
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
集
う
「
舞

鶴
赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

の
成
功
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
募
集
期
間

　
８
月
30
日
㈮
ま
で

◆
申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
用
紙
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公

民
館
、な
ど
に
備
え
付
け
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
で
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
。

　
▼
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
、
☎

66
・
１
０
５
８
）
へ
。

　

大
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

　
10
月
20
日
㈰
に
赤
れ
ん
が
パ
ー

ク
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
す
る

「
舞
鶴
赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」
を
支
え
る
大
会
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
温
か
い

支
援
が
選
手
の
皆
さ
ん
の
完
走
を

応
援
し
ま
す
。
一
緒
に
参
加
し
て

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
募
集
期
間

　
９
月
13
日
㈮
ま
で

◆
活
動
内
容

《
10
月
19
日
㈯
14
時
30
分
～
20
時

30
分
》
❖
会
場
ス
タ
ッ
フ
…
ラ
ン

ナ
ー
受
け
付
け

《
10
月
20
日
㈰
６
時
～
13
時
》

❖
会
場
ス
タ
ッ
フ
…
ラ
ン
ナ
ー
受

け
付
け
、
給
水
、
記
録
証
渡
し

❖
沿
道
ス
タ
ッ
フ
…
給
水
、
コ
ー

ス
整
理

❖
応
援
グ
ル
ー
プ
…
会
場
や
コ
ー

ス
沿
道
で
の
応
援

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
の
生
中
継

舞
鶴
の
元
気
を
全
国
へ
発
信

　
８
月
26
日
㈪
、
西
運
動
広
場
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
お
馴
染
み
の

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会
」
を
実
施
。

　
毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
当
日
の
様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
第
一
で
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
緒
に
参
加
し
て
、
舞

鶴
の
元
気
を
全
国
へ
発
信
し
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
。

◆
日
時

　
８
月
26
日
㈪
６
時
か
ら

◆
場
所

　
西
運
動
広
場

　
※
雨
天
時
は
文
化
公
園
体
育
館

◆
内
容

　
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
の
合
唱
や
ラ

ジ
オ
体
操
第
一
、
み
ん
な
の
体
操

を
参
加
者
全
員
で
実
施
。

◆
体
操
指
導
・
ピ
ア
ノ
演
奏

❖
指
導
…
多
胡
肇
さ
ん

❖
ピ
ア
ノ
…
幅
し
げ
み
さ
ん

◆
参
加
費

　
無
料

◆
そ
の
他

　
申
し
込
み
不
要
。
参
加
者
に
は

記
念
品
を
進
呈
。

　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
で
お
願

い
し
ま
す
。

　▼
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
５
８
）
へ
。

舞
鶴
赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
協
賛
企
業
を
募
集

※
ス
タ
ッ
フ
説
明
会
を
10
月
上
旬

に
開
催
予
定
。
参
加
者
に
は
別
途

通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
小
学
生
以
上
（
中
学
生
以
下
は

同
伴
者
が
必
要
）

◆
申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
用
紙
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公

民
館
な
ど
に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
で
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
、
☎
66
・
１
０

５
８
）
へ
。

今後の予定

《 ８月》　夏期巡回ラジオ体操
《10 月》　赤れんがハーフマラソン
《11 月》　ＮＨＫのど自慢
　　　　 市民合唱祭

《12 月》　市民第九演奏会
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　７月 20 日、中総合会館で青少年の日ごろの善行
をたたえる「青少年善行表彰式」を開催しました。
青少年の健全育成を目的に毎年実施しているもので

「青少年非行防止推進市民大会」と合わせて行って
おり、今年で 29 回目。今回は、２団体４個人を表彰。
　被表彰者と活動内容は次のとおり。 《子ども支援課》

被表彰者 概要
坂北 壮汰さん
花城 羅文さん
馬場 大和さん
松本 　礼さん

　２月に発生した建物火災に際
し、早期発見とその後の迅速な
行動により、被害の軽減に寄与
した。

黒部子供会

　多門院黒部地区を火災から守る
ため、長年にわたり火の用心の夜
回りを継続して実施し、地域住民
の防災意識を高めている。

聖母の小さな学校生徒
　長年にわたり障害者施設での清
掃活動を行い、施設行事にも積極
的に参加し交流を深めている。

青少年の善行を表彰　２団体４個人

▲黒部子供会の皆さん

▲坂北 壮汰さん ▲馬場 大和さん

▲松本 礼さん▲花城 羅文さん

【
日
時
】
８
月
25
日
㈰
9
時
～
12
時

【
場
所
】
東
体
育
館
前
集
合

【
内
容
】

❖
遊
覧
船
に
乗
っ
て
海
か
ら
ま
ち
を
見
学

す
る
「
舞
鶴
湾
め
ぐ
り
」

❖
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
防
災
体
験

（
煙
避
難
体
験
、
模
擬
消
火
体
験
、
起
震
車
に
よ

る
地
震
体
験
な
ど
を
予
定
）

【
対
象
】
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

【
定
員
】
40
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】

　
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
（koho@

post.city.m
aizuru.

kyoto.jp

）
で
広
報
広
聴
課
へ
。
８
月
12

日
㈪
必
着

【
そ
の
他
】

　
荒
天
中
止
。
雨
天
や
緊
急
出
動
な
ど
で

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
後
日
、
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
を
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
広
報
広
聴
課
（
☎
66
・
１
０

４
１
、
ＦＡＸ
62
・
７
９
５
１
）
へ
。

遊
覧
船
で
舞
鶴
湾
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　

 

＆
親
子
防
災
教
室

夏
の
思
い
出
に
！

海
か
ら
の
施
設
見
学
会

参
加
者
募
集

▲模擬消火を体験 ▲起震車での地震体験 ▲舞鶴湾めぐり（昨年の様子）

「
木
づ
か
い
」
で
森
を
豊
か
に 

意
見
を
募
集
し
ま
す

▪
素
案
の
概
要

《
方
針
策
定
の
目
的
》

　
本
市
の
大
切
な
森
林
資
源
を
保
全
・
再

生
し
、
継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
内
の
豊
か
な
森
林
を
健
全
な
姿
で

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る

《
木
材
の
利
用
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
》

◆
木
材
の
利
用
を
推
進
す
べ
き
公
共
施
設

は
、
学
校
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
医
療

施
設
、
運
動
施
設
、
社
会
教
育
施
設
、
公

園
施
設
、
住
宅
施
設
、
行
政
施
設
お
よ
び

公
共
工
作
物
な
ど

◆
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
木
材
を
利
用
す
る

◆
公
共
施
設
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
備
品

及
び
消
耗
品
に
つ
い
て
は
、
木
材
を
原
材

料
と
し
た
も
の
を
採
用
す
る
よ
う
努
め
る

《
利
用
を
推
進
す
る
木
材
》

　
舞
鶴
市
産
材
・
丹
州
材
・
京
都
府
産
材

お
よ
び
国
産
材

公
共
施
設
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
舞
鶴
市
産
材
・
丹
州
材
な
ど

の
京
都
府
産
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
林

業
の
再
生
と
適
切
な
森
林
整
備
を
進
め
る

た
め
「
舞
鶴
市
公
共
施
設
に
お
け
る
木
材

の
利
用
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

▲舞鶴市産材（学校林）が内装に使われた白糸中学校

▪
意
見
の
募
集
期
間

　
8
月
23
日
㈮
ま
で

▪
素
案
の
公
表

　
農
林
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西
支

所
、
加
佐
分
室
、
中
央
・
東
・
西
・
南
公

民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
・
東
・
西
図
書

館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
意
見
の
提
出
方
法

　
様
式
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
公
共
施
設
に
お

け
る
木
材
の
利
用
推
進
に
関
す
る
基
本
方

針
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
て
、

郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

（nourin@
post.city.m

aizuru.kyoto.jp

）

で
農
林
課
へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭
に
よ

る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最

終
案
を
作
成
。
ま
た
、
意
見
の
概
要
と
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
を
整
理
し
公
表
し

ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
、
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
農
林
課
（
☎
66
・
１
０
２

３
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）
へ
。

《
木
材
利
用
の
目
標
》

◆
公
共
建
築
物
の
新
築
お
よ
び
改
築
に
お

け
る
可
能
な
限
り
の
木
造
化

◆
公
共
建
築
物
の
改
修
に
お
け
る
床
、
腰

壁
な
ど
の
内
・
外
装
の
積
極
的
な
木
質
化

の
推
進

◆
机
、
椅
子
お
よ
び
書
棚
な
ど
に
お
け
る

木
製
品
の
採
用

◆
公
共
工
作
物
に
お
け
る
可
能
な
限
り
の

木
材
利
用

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
木
材
利
用

《
そ
の
他
》

◆
木
材
利
用
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進

◆
民
間
事
業
に
対
す
る
支
援
の
検
討

▲森を元気にするための間伐作業（白屋地区）
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市
議
会
６
月
定
例
会　

14
議
案
を
提
案

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意

　
市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
～
27
日
に
開
催
。
平
成
25
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
補

正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
市
長
提
案
の
14
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

▪
第
１
号　

公
設
地
方
卸
売
市
場

事
業
会
計
の
繰
上
充
用
金
に
対
す

る
繰
出
金
を
補
正
す
る
も
の
で
、

１
，
１
２
０
万
円
の
増
額
。

▪
第
２
号
　
国
の
緊
急
経
済
対
策

に
よ
る
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
し
、
市
役
所
本
庁
舎

の
ト
イ
レ
改
修
や
、「
万
願
寺
甘

と
う
」
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
新
設
に
対
す
る
補

助
金
、
前
島
み
な
と
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
人
工
芝
の
張
り
替
え
整

備
な
ど
を
補
正
す
る
も
の
で
２
億

６
，
４
６
６
万
円
の
増
額
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

▪
第
３
号　

平
成
26
年
に
開
催
す

る
「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
の
開
催

準
備
経
費
や
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
に
対
す
る
助
成
金
を
補

正
す
る
も
の
で
、
１
，
６
９
０
万

円
を
増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳

入
・
歳
出
い
ず
れ
も
３
４
３
億

７
，
６
６
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

《
特
別
会
計
》

▪
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
会

計
（
第
１
号
）　

前
年
度
決
算
の

歳
入
歳
出
不
足
額
へ
の
繰
上
充
用

金
を
補
正
す
る
も
の
で
、
１
，
１

２
０
万
円
を
増
額
し
予
算
総
額
は

９
，
８
９
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

▪
下
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
て
、
下
水
道
管
の
布
設

事
業
を
補
正
す
る
も
の
で
３
，
０

０
０
万
円
を
増
額
し
予
算
総
額
は

45
億
９
，
５
８
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
成
立
し
た
条
例
な

ど
の
う
ち
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
条
例

▪
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
を
延
長

▪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給

措
置
に
鑑
み
、
７
月
１
日
か
ら
来

年
３
月
31
日
ま
で
給
料
月
額
を
減

額
（
13
㌻
に
関
連
記
事
）

　
人
事

▪
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

❖
荒
木
穗
積
（
63
歳
、
宇
治
市
伊

勢
田
町
）

❖
南
賀
子
（
44
歳
、
行
永
）

▪
人
権
擁
護
委
員
の
選
任

❖
谷
公
人
（
57
歳
、
余
部
上
）

　

そ
の
他

▪
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確

認
・
字
の
区
域
の
変
更

　
佐
波
賀
地
区
の
公
有
水
面
の
埋

め
立
て
に
よ
る
土
地
の
確
認
・
字

の
区
域
の
変
更
（
12
㌻
に
関
連
記

事
）

▪
市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
・
廃

止　
公
文
名
・
清
美
が
丘
・
境
谷
地

区
の
路
線
を
認
定
。
倉
谷
地
区
の

路
線
の
変
更
お
よ
び
境
谷
地
区
の

路
線
の
廃
止

▪
委
託
契
約
を
締
結

　
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
委
託
事
業
に
係
る
業
務
委
託
契

約
を
締
結

▲市役所本庁に推進本部を設置
　右から多々見市長、西嶋事務局長

【海フェスタ京都開催準備事業】
　来年７月に、舞鶴を中心に府
北部５市２町で開催する海の祭典。
開催期間中に数十万人の来場者
が見込まれます。

今回の注目事業
今年も公開事業評価を実施

深い議論が明日の舞鶴を変える

　８月 25 日（日）９時 20 分から市政記念館で「公開事業評価～市民による政策評価会～」
を実施します。市の施策について、目的や手法、成果などを公開の場で議論し、有識者や市
民の皆さんから意見をいただき、適正な行政サービスの提供を目指します。

❖コーディネーター…京都府立大公共政策学部　准教授　窪田好男氏
❖外部評価員…京都府立大公共政策学部　講師　杉岡秀紀氏
❖市民評価員…舞鶴商工会議所　廣瀬久哲氏
　　　　　　　近畿税理士会　横山秋一氏
　　　　　　　特定非営利活動法人まちづくりサポートクラブ　谷口英子氏
　　　　　　　平成 24 年度舞鶴市政策づくり塾  塾生　森本隆氏
　　　　　　　※このほかに、評価対象施策に関係の深い市民が参加
❖市民判定員…公募２人、無作為抽出で募集した 15 人

「市民による政策評価会」
として、より充実した内容
に変わります！

傍聴を希望する人は直接、会場へお越しください（先着40人程度）。傍聴できます！

評価員など

評価の流れ

昨年との相違点

評価のテーマ 議論の時間 評価の対象

昨年 個々の事業 １事業あたり 50 分程度 14 事業

今年 市総合計画の施策 １施策あたり２時間 30 分程度 ２施策

今年の評価施策
①観光産業の振興によるビジネス　
　チャンスの創出と観光消費の増大

②公共交通の確保と利用促進

　評価結果を受けて
市の方針を決定し、
次年度以降の予算編
成などに反映する予
定です。

市政への反映

▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

①市担当者が施策を説明

②市内外の評価員が内容について議論し施策の課題を抽出

③施策の「方向性」や「取り組みの充実度（過不足など）」
を評価員と市民判定員が５段階で評価

④評価結果を踏まえコーディネーター（調整役）と評価
員などが意見を出し合う

⑤コーディネーターが議論を総括し評価結果をまとめる

　広い視点に立った、より深い議論をするため、市総合計画の施
策単位で評価を行うことにしました。

市担当者

評価員

市民判定員

コーディネーター

この施策の
目的は○○で、
実施している

内容は××です

この施策について
意見を

お願いします

それは
いいね！

視点を変えて
違う事業を

してみては？

効果は
出ているの

かな？

もう少し知りたいな
質問してみようか？

【公開事業評価のイメージ】



82013 - 8 maizuru9 2013 - 8maizuru

　市内外のイベントなどで舞鶴の魅力を PR
する「第 34 代クイーンまいづる」に、舞鶴
納税協会職員の城代泉さん（28 歳、倉谷）、
海上自衛隊舞鶴音楽隊の木川田麻衣子さん

（26 歳、余部下）、府信漁連職員の蝶
ちょうせい

勢晶
て る み

充さ
ん（25 歳、河辺中）が選ばれました。
　舞鶴商工会議所などでつくる「みなと舞鶴
ちゃったまつり実行委員会」が募集したもの
で、７月 15 日に開催された「海の日のつどい」
で第 33 代クイーンまいづると交代しました。
城代さんは「京都の中の舞鶴を知ってもらい
たい」、木川田さんは「赤れんがと艦船の迫力
を伝えたい」、蝶勢さんは「成生や田井の海や
美しい自然を PR したい」と意気込みを話し
てくれました。

　新たなビジネスモデルの構築や新商品の研究開発
などに必要な経費を助成する「リーディング産業
チャレンジファンド」の採択事業が決定。
　６月 14 日、商工観光センターで公開プレゼン
テーションが行われました。来場者の評価、有識者
の意見を参考に８事業の中から 1 事業を採択しま
した。採択事業には 1,000 万円が交付されます。

まいづるのいいとこ教えます

クイーンまいづるが決定

新たな産業の創出へ

チャレンジファンド 採択事業が決定

事業名 　シールドトンネル工事における気泡注入装置
の開発

事業者 　株式会社　舞鶴計器

事業概要

　増加が見込まれる気泡シールド工法で、掘削
深度の変化による土圧変化と掘削速度・土質変
化による注入量の変化にも安定した気泡を作成
する装置の開発。
　蓄積したシールド工事のノウハウを生かし、
１台のタッチパネル操作盤で気泡注入、加泥材
注入、裏込注入を行うことができるシステムを
構築することで、省スペースで低価格を実現。
気泡シールド工法を活用したトンネル工事での
受注を目指す。

《２次募集を実施》

【公開プレゼンテーション】
　10 月４日㈮商工観光センターで実施

【申し込み方法】
　８月 19 日㈪～９月 20 日㈮に所定の用紙（産業
振興・雇用対策課備え付け。市ホームページからダ
ウンロード可）で同課へ。９月 20 日㈮ 17 時必着。

《説明会を開催》

【日時】８月５日㈪ 14 時 30 分～ 16 時
【場所】市役所本館
【内容】事業概要や申請書の記載方法を説明
【申し込み方法】前日までに所定の用紙（同課に備
え付け。市ホームページからダウンロード可）で。

▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。
※まいづる元気産業情報センターホームページ（http://

www.maizuru-bic.jp) か市ホームページでも紹介。

▲「クイーンまいづる」に決まった（左から）蝶勢さん、木川田さん、城代さん

9 2013 - 8maizuru

現象が断続的におこり、
現象があらわれる期間
の合計が予報期間の

「２分の１未満」のとき

現象が連続的におこり、
現象があらわれる期間
が予報期間の

「４分の１未満」のとき

　気象庁ではこれまで、大雨や地震、津波、高
潮などにより重大な災害の起こるおそれがある
ときに、警報を発表して警戒を呼びかけていま
した。これに加え、今後は、これらの警報の発
表基準をはるかに超える豪雨や大津波などが予
想され、重大な災害の発生する危険性が著しく
高まっている場合に、最大限の警戒を呼び掛け
るため、新たに「特別警報」の運用を開始します。

特別警報の対象とする現象

　「東日本大震災」、紀伊半島を襲った「平成
23 年台風第 12 号の豪雨」、観測史上最高の潮
位を記録した「伊勢湾台風の高潮」、舞鶴市に
大きな被害をもたらした「平成 16 年台風第
23 号」などが該当します。

特別警報が出た場合は

　特別警報が発表されたとき、お住まいの地域
は数十年に１度しかない非常に危険な状況にあ
ります。屋外の状況や、避難指示・勧告などに
留意し、ただちに命を守るための行動を取って

　天気予報などでよく使われている「未明か
ら明け方にかけて」や「くもり時々晴れ」な
ど、用語の意味はご存知ですか。それは、気
象庁が天気予報で用いる専門用語。それぞれ
細かい定義があります。　《危機管理・防災課》

《1 日の時間細分表》

《 一
い ち じ

時とは 》《 時
ときどき

々とは 》

ください。また、大雨などの被害を防ぐには、
普段から注意報や警報などの気象情報を活用
し、早めの行動を取ってください。

発表方法など

　「特別警報」はテレビやラジオ、防災行政無
線などのさまざまな方法で伝えられます。
　 詳 し く は、 気 象 庁 ホ ー ム ペ ー ジ（http://
www. jma .go . jp / jma/k ishou/know/
tokubetsu-keiho/index.html）で。

▶詳しくは、気象庁京都地方気象台（☎ 075・
841・3006）へ。

「特別警報」の運用を開始
８月30日から

防災ひとくちメモ
～ 天気予報の時間に関する用語の解説 ～ 用語 時間帯

未明   ０時～   ３時
明け方   ３時～    ６時

朝   ６時～   ９時
昼前   ９時～ 12 時

昼過ぎ 12 時～ 15 時
夕方 15 時～ 18 時

夜のはじめ頃 18 時～ 21 時
夜遅く 21 時～ 24 時

０時 24 時あすは、時々雨

合計が12時間未満｛ ｛ ｛

０時 24 時

｛６時間未満

あすは、一時雨
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　JR 東舞鶴駅と JR 西舞鶴駅の駅前広場のイルミネー
ション設置事業者を、公募型プロポーザル方式により
募集します。
　８月 15 日（木）から都市計画課で実施要項を配布。
市ホームページからもダウンロード可。

【参加申込期間】９月２日（月）～６日（金）
【企画提案書の提出期限】９月 24 日（火）（必着）
【審査】10 月上旬
【契約締結】10 月中旬
【点灯期間】11 月 29 日（金）～来年２月 28 日（金）
まで

【事業限度額】400 万円（税込）
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

　市内事業者の海外展開を支援するため、中国・大連
市で開催される展示商談会への出展者を募集します。
　この展示商談会は、日本と中国の幅広い分野の事業
者が多数出展し中国ビジネスへの入口となるものです。
この機会に海外でのビジネスに挑戦してみませんか。

【展示会名】2013 大連中日貿易投資展示商談会
【日時】10 月 18 日（金）と 19 日（土）
【場所】大連世界博覧広場（中国・大連市）
【助成制度】パンフレットの作成費や旅費などの経費
（小間代など市が全額負担する分を除く）に対して、
市が２分の１を助成（限度額 50 万円）

【申し込み方法】８月 19 日（月）までに所定の用紙（産
業振興・雇用対策課に備え付け。市ホームページから
ダウンロード可）で。
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

イルミネーション設置事業を公募 中国・大連市で展示商談会
８月は人権強調月間

心に響く講演会　各公民館で開催　

　８月は人権強調月間。市内の各公民館で人権セミ
ナーを開催します。日程などは下表のとおり。
　いずれも時間は、13 時 30 分～ 15 時。無料。申
し込み不要。

日程 会場 講師／講演テーマ

８月２日㈮ 大浦会館
（☎ 68・2010）

南修治 氏（シンガーソングライター）
「ありのままのあなたがすばらしい」

８月７日㈬ 城南会館
（☎ 78・1800）

露の団六 氏（落語家）
「ダウン症のアニキをもって」

８月９日㈮ 東公民館
（☎ 62・1237）

三遊亭楽団治 氏（アマチュア落語家）
「人と人　笑顔と笑顔」

８月 22 日㈭

南公民館
（☎ 62・0288）

世直歩 氏
「一人語り三吉の涙と人権トーク」

中央公民館
（☎ 62・0400）

松永信也 氏
「障害とともに生きる」

西公民館
（☎ 75・6501）

桂枝女太 氏（落語家）
「ことばの重み」

加佐公民館
（☎ 83・0014）

岸上稔 氏・岸上昌広 氏 
「こころぽかぽかお話とピアノコンサート」

　平成 26 年舞鶴市成人式の日程が決まりましたので
お知らせします。歴史を感じる厳粛な雰囲気の会場で、
大人の仲間入りをするあなたをお待ちしています。

【日時】 来年１月12日（日）14時から（開場13時30分）
【場所】 赤れんがパーク（式典は赤れんがイベントホール）
【対象】 平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの人
【申し込み方法】式典への参加希望者は住所、氏名、
性別をはがきかファクス、電子メールで 12 月 13 日（金）

（消印有効）までに社会教育課へ。

来年の成人式のお知らせ

冬のまちを明るく彩る 参加事業者を募集

一生に 1度の大切な思い出を舞鶴で

▶詳しくは、各会場へ。

▲新成人で賑わう（１月 13 日＝赤れんがパーク）

　市内や近隣市町村で求人予定の約 40 企業が参加する
就職面接会を実施（高校生は面接不可。情報提供のみ）。
履歴書がなくても参加できます。夏の帰省にあわせて、
ぜひご参加ください。無料。予約不要。

【日時】８月９日（金）13 時～ 16 時
　　　（受け付けは 12 時 30 分から）

【場所】商工観光センター
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

ふるさとコール MAIZURU
「まいづる」での就職を応援します

▲昨年の様子

▲イルミネーションで彩られた東舞鶴駅前（昨年の様子） ▲一昨年に開催された展示商談会の様子

各公民館の人権セミナーの日程

　自主的な生涯学習活動を支援するため、生涯学習ボ
ランティアバンクを設置しています。
　茶道や絵画、自然観察など 23 分野 43 の個人と団
体が登録し活動。学びたい分野から希望の個人（団体）
を選び、直接連絡してください。登録情報の一覧表は、
市役所、西支所、加佐分室、各公民館、大浦・城南会
館、東・西図書館などで配布。市ホームページにも掲載。
登録者も随時募集中。
▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073）へ。

生涯学習ボランティアバンクの利用を
みなさんの学びを応援！

▲登録情報の一覧表

《「新成人のメッセージ」の発表者を募集します》
　将来の夢や決意、抱負、お世話になった人への感謝
のメッセージなどを成人式当日にステージで発表する
新成人を募集します。応募多数の場合選考。

【対象】平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの人
【応募方法】11 月 15 日（金）までに住所、氏名、性別、
電話番号、原稿（200 字以内）を記載したものを郵送
か持参、ファクス、電子メールで同課へ。

《「新成人宣言」の文案を募集します》
　式典において全員で将来の夢や決意などを唱和する

「新成人宣言」の文案を募集します。
【応募方法】11 月 15 日までに住所、氏名、性別、電
話番号、原稿（80 字以内）を記載したものを郵送か
持参、ファクス、電子メールで同課へ。

▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073、ＦＡＸ 62・
9897、電子メール：syakyo@post.city.maizuru.
kyoto.jp）

　テノール歌手の加藤ヒロユキさんによるトーク＆コ
ンサート。“人権・愛・平和”名曲の歌詞に秘められ
た想いを歌とトークでお伝えします。入場無料。予約
不要。

【日時】８月 23 日（金）19 時～ 20 時 30 分
【場所】商工観光センター
【曲目】花、島唄、千の風になって　など
【その他】手話・託児あり（８月 20 日（火）までに予
約が必要）。要約筆記や磁気誘導ループあり
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）へ。

加藤ヒロユキ　トーク＆コンサート
人権啓発セミナー

▲テノール歌手の加藤ヒロユキさん
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現況届の提出を
（児童扶養手当・特別児童扶養手当・

障害児福祉手当・特別障害者手当）

　児童扶養手当など各種手当を受けている人は、受給
資格や所得状況などを報告する現況届（対象者には送
付します）の提出が必要です。提出がない場合は、８
月分以降の手当が受けられなくなります。期間内の提
出をお願いします。各種手当と提出期間などは次のと
おり。
※現況届を提出せずに２年を経過すると資格が消失し
ます。

《児童扶養手当》
【提出期間】８月１日（木）～ ９日２日（月）
【対象者】父母の離婚などにより父または母と生計をと
もにできないか、父または母の身体などに一定の障害
がある家庭の児童の父または母（父母に代わって児童
を養育している人を含む）
▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1094、ＦＡＸ 62・
7957）か西支所保健福祉係（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・
1800）へ。

《特別児童扶養手当・障害児福祉手当》
【提出期間】８月 12 日（月）～９月 10 日（火）
【対象者】
❖特別児童扶養手当…精神か身体に重度の障害がある
児童を養育している父母（父母に代わって児童を養育
している人を含む）
❖障害児福祉手当…精神か身体に重度の障害があり、
常時、特別な在宅介護が必要な 20 歳未満の人
▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1094、ＦＡＸ 62・
7957）か西支所保健福祉係（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・
1800）へ。

《特別障害者手当》
【提出期間】８月 12 日（月）～９月 10 日（火）
【対象者】精神か身体に重度の障害があり、常時、特別
な在宅介護が必要な 20 歳以上の人
▶詳しくは、障害福祉課（☎ 66・1033、ＦＡＸ 62・7957）
か西支所保健福祉係（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・1800）へ。

舞鶴市の面積が増加

　舞鶴湾内の埋め立てに伴い、舞鶴市の面積が 342.39
平方㌔㍍になりました。埋め立てをした区域は佐波賀
地区の道路用地で面積は 1,793.78 平方㍍。
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

介護用品の購入券を支給

　市民税非課税世帯で、介護保険制度の要介護認定４
か５に該当する人を在宅で介護している場合に、介護
用品の購入券を支給。対象者には８月上旬に申請書を
送付します。
　なお、今年４月以降、世帯構成や世帯員の市民税課
税状況に変更があった場合は、高齢者支援課へ連絡を。
購入券は９月上旬に送付予定。

【支給額】年額 40,000 円分（８月１日と２月１日を基
準日に 20,000 円分ずつ）

【対象用品】紙おむつ、おむつカバー、尿とりパッド、
パンツ型紙おむつ、使い捨て手袋、清拭剤の６品

【申請方法】８月８日（木）～ 19 日（月）までに同課へ。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ
健康診査を実施

　生活習慣病予防のための健康診査を実施。
　対象者には８月下旬に受診票を送付します。

【実施期間】  ９月２日（月）～ 10 月 31 日（木）（休診日を除く）
【受診場所】市内の実施医療機関
【健診内容】問診、身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、
心電図、診察

【対象】75 歳以上の後期高齢者医療制度加入者（昭
和 13 年８月 31 日以前生まれ）か 65 歳以上で一定
の障害認定を受けている人（人間ドックの申し込み
者を除く）

【受診料】無料
▶詳しくは、保険医療課（☎ 66・1075）へ。

業務用はかりの定期検査

　取り引きや証明に使う業務用はかりは、２年に１回、
定期検査を受ける必要があります。対象のはかりがあ
る場合は次のとおり受検を。

【東地区】８月 20 日（火）～ 22 日（木）10 時～ 16 時、
東体育館

【西地区】８月 26 日（月）～ 28 日（水）10 時～ 15 時、
文化公園体育館
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

文化公園 25㍍プールの使用停止

　設備故障のため、文化公園 25㍍プールを当面の間、
使用を停止します。
　市民の皆さんにはご不便をお掛けし申し訳ありませ
ん。ご理解とご協力をお願いします。
　なお、流水・幼児プール、ウオータースライダーは
利用できます。
▶詳しくは、スポーツ振興課（☎ 66・1058）へ。

　ヤフー㈱のインターネット公有財産売却システムに
より財産を売却します。

【土地の種別】
①宅地…市内字朝来中小字八田 170 番 38、313.75 平方㍍
②宅地…市内市場小字市場 288 番１、952.44 平方㍍
③宅地…市内字森小字峠 39 番５他４筆、492.15 平方㍍

【申込期間】８月７日（水）14 時まで
【入札期間】８月 21 日（水）13 時～ 28 日（水）13 時
【入札方式】入札可能回数は 1 回のみ
【申し込み方法】市ホームページかヤフー㈱の官公庁オ
ークションのページで。
▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

インターネットで市有地を売却

「市民病院跡地利用のあり方懇話会」
委員を募集

　現市民病院が平成 26 年春に移転することに
伴い、市では移転後の跡地利用方針のあり方に
ついて、市民や専門家などから幅広い意見を聞
くことを目的に「市民病院跡地利用のあり方懇
話会」を開催。意見をいただく委員を募集しま
す。

【期間】９月～来年３月まで（４回程度開催予定）
【対象】18 歳以上の市民
【定員】２人（多数の場合抽選）
【応募方法】住所、氏名、年齢、性別、職業、
電話番号、志望理由を郵送か電子メール（plan@
post.city.maizuru.kyoto.jp）で企画政策課へ。
８月 16 日（金）必着

▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

市職員の給与を減額

　国においては、厳しい財政状況や東日本大震災に対
処する必要性から、国家公務員の給与減額とともに、
全国の自治体に配分する地方交付税の一部を削減する
こととされました。本市の場合、１億 9900 万円の地
方交付税が削減されます。
　本市では、市民サービスに低下を来すことがあって
はならないことを第一に考え、来年３月までの９か月
間、市職員の給与を平均 7.59%減額することにいた
しました。給与減額の総額は、地方交付税の削減分に
相当する１億 9500 万円となる見込みです。
　市長、副市長などの報酬は、10%減額を継続してい
ます。

▶詳しくは、職員課（☎ 66・1043）へ。

給与減額の平均…7.59%
給与減額の期間…７月から来年３月までの９か月間
給与減額の総額…１億 9500 万円

　住民基本台帳カード（住基カード）の有効期限は 10 年間。
　引き続き住基カードの利用を希望される場合、有効期
限の３か月前から新しい住基カードの申請ができます。

【申請に必要なもの】
①現在お持ちの住基カード
②写真１枚（写真入りのカードを希望する場合のみ）
※縦 4.5㌢×横 3.5㌢、正面・無帽・無背景・肩口まで写り、
申請日から６か月以内に撮影されたもの

③手数料 500 円
④印鑑
⑤申請者本人によって設定された暗証番号か本人確認書類
▶詳しくは、市民課（☎ 66・1001）か西支所市民・
年金係（☎ 77・2252）へ。

住基カード　有効期限の確認を

市の施設　温室効果ガス 8.1㌫削減

　市では、地球温暖化の防止に向けて「第２期舞鶴市
地球温暖化対策推進実行計画」に基づき、市の施設か
ら排出する温室効果ガス（二酸化炭素やメタンなど）
の削減に取り組んでいます。
　平成 24 年度は、節電の取り組みによる電気使用量の
減少や清掃事務所でのごみ処理量の減少により、基準
年度（平成 19 年度）と比べ 8.1㌫（約 1,764㌧＝二酸
化炭素換算。約 349 世帯の家庭からの年間排出量に相
当）の削減が達成できました。今年度も、引き続き節
電対策など積極的に取り組みを進めます。
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

　自治会やサークル、学習会などで活用していただく
ため、人権教育 DVD などを随時貸し出しています。

【貸出期間】３日以内
【貸出本数】１回に３本まで。視聴覚機器も貸し出し可
【利用料】無料
【その他】DVD の一覧は社会教育課に備え付け。市ホ
ームページにも掲載
▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073）へ。　

人権教育 DVD・ビデオを貸し出します
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まいづる花図鑑 84

　各地の山野の開けたところに多い落葉低木。高さは
２～３㍍くらいで上方で枝分かれする。葉は対生し８
～ 15㌢の広い卵型で長い葉柄がある。夏、先端が５
裂した淡い桃白色の筒状花を枝先にたくさん付け甘い
香りがする。果実は熟すると光沢のある青紫色となり、
枯れずに残った赤い萼

がく

とともによく目立つ。
　名前の由来は「臭木」で葉に触ると独特なにおいが
することから。若芽は食べられる。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【 クサギ 】 （クマツヅラ科）
見ごろ８～９月頃
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「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き揚
げやシベリア抑留などに関する約 1 万 2 千点の資料
の中から、今回は、民間人の引き揚げに関する「リュッ
クサック」を紹介します。

　終戦後、海外から日本へ引き揚げた民間人は約 319
万人といわれています。戦前に多くの日本人が新天地
を求め、旧満州や中国、朝鮮半島、南洋諸島などへ渡
りました。
　しかし、日本の敗戦によって各国へ渡った人々は、
その財産をすべて失い、必要最小限の荷物をリュック
サックなどに詰めて、祖国へ帰らざるを得ませんでし
た。旧満州や中国からの引揚者は、居住地から貨車や
徒歩で日本へ向かう船の出る港まで向かいました。そ
の途中で、何度も襲撃や略奪にあい、荷物を奪われた
といいます。その結果、船に乗るころには「靴までと
られて裸足でした」「衣服まではぎ取られて丸裸同然
でした」などと証言している引揚者もいます。
　当館に展示しているリュックサックの１つは手作
りで、引揚港に向かう途中、家族全員の衣類、薬品、   

貴重品などをつめて、横にアルミの鍋をさげ、５歳の
子どもを背負い、約 10 日もの間、山中を歩きました。
　また、男性たちは女性や子どもを守るために、その
周囲を取り囲んで歩き、野宿をしながら、北緯 38 度
線を突破したそうです。
　しかし、中身は全て強奪にあい、リュックサックだ
けが残り「唯一の財産」であったと寄贈者は証言され
ています。
　ほとんど中身のないリュックサックを背負い、祖国
の地を踏みしめた引揚者たちは、“ゼロ”からのスター
トを切ったのです。

広げよう人権の輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 共に生きる社会を創る ～

リュックサック

▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

　Ａさんは事故で下半身まひになり、車いすでの生活
となってから 26 年が経ちます。今では、日常生活の
ほとんどを自分でこなすことができるようになり、車
いすでバスケットボールをしたり、自分で車を運転し
たり活動的な生活を送っています。
　そんな A さんがショッピングセンターなどに行っ
て、身障者用の駐車場に停めようとすると、中央に「身
障者専用」と書かれた三角コーンが置かれていること
があります。しかし A さんは１人で三角コーンを動
かすことが困難なため、そういう場合は、結局あきら
めて帰ることもよくあります。三角コーンは、「すぐ
に戻るから」「他にスペースが空いていないから」「み
んな、停めているから」といった軽い気持ちで駐車す
る人が後を絶たないため、置かれるようになったので
しょう。
　なぜ、身障者用の駐車場が出入口の近くに広く作ら
れているのか。また、そういう場所を本当に必要とす
る人がいるということを考えれば、そのような自分の
ことしか考えない身勝手な行為はできないと思いま
す。A さんは「普通の駐車場ではスペースが狭くて車
いすの出し入れができないのです。本当に利用すべき

人が利用できないなんて悲しいことですよね」と話し
ていました。
　私たちのまちには、障害のある人やない人、国籍や
年齢、性別など、さまざまな違いのある人たちが暮ら
し、その誰もが幸福な人生を送りたいと願っています。
そのためには、多様な文化や習慣、価値観などお互い
の違いを尊重し認め合うことにより、それぞれの個性
が発揮され、共に生き生きと暮らすことのできる社会
を実現することが必要ではないでしょうか。
　８月は「人権強調月間」です。人権は誰もが持って
いる大切なもの。日常の思いやりの心によって守られ
るものです。私たちに何ができるかを、まずは身近な
ところから考えてみませんか。

　　　　　　　　　　　　　　《人権啓発推進室》

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　ヘルシー志向が高まり、野菜チッ

プスなどお店でよく目にします。本

書は、家庭で作れる野菜スイーツ

のレシピ集。ワカメのリーフパイ

には、舞鶴産のワカメを使ったり、

ピーマンのケーキには、万願寺甘

とうを使って自分流にアレンジし

ても楽しいかもしれません。   （東）

野菜パワーたっぷりのベジスイーツ
　　　                   浜内千波

煉瓦造
　　　　　日本風景写真協会
　日本風景写真協会会員による「遺

したい日本の風景」シリーズの８

巻目となる写真集。わが舞鶴の旧

海軍舞鶴鎮守府倉庫施設をはじめ、

全国の煉瓦造の建物が収録されて

います。そのノスタルジックな独

特の魅力を味わってください。（西）

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

くらしの豆知識⑦
　　　　　　　～ 健康食品の送りつけ商法 ～

▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1006）へ。

　突然、知らない業者から「以前、注文を受けた健

康食品の準備ができたので、代引き配達で送付する」

という電話がかかってきた。まったく注文した覚え

がなく、「注文していない」と

何度も言うが、「注文時の録音

もある。裁判に出してもいい」

と強引な口調で言われ、電話

を切られてしまった。
　
　上記のような手口は、全国的にも相談が増加して
いる『送りつけ商法』と言われる手口です。
　このような場合、もし商品が送られてきても必ず
受取拒否をするようにしましょう。また、どこから
送付されてきたのか、住所や名前、連絡先を念のた
めメモしておくようにしてください。
　もし電話で支払うことを了承し、代金を支払った
場合でもクーリング・オフができる場合もありま
す。その時は、まず近くの消費生活センターなどに
相談をするようにしましょう。

　コミュニケーションとは社会生活を営む人間の間
で行われる知覚・感情・思考の伝達と辞書に記載さ
れている。コミュニケーション能力は人間が生きて
いく上で極めて重要な姿勢である。友達が多い人、
接客が上手な人などはコミュニケーション能力が高
いように思いがちである。私はさまざまな課題を抱
えて困窮している人に親身になって対応し、課題を
解決できる人こそが真にコミュニケーション能力の
高い人だと考えている。常に相手の身に置き換え、
相手の「苦悩、怒り、悲しみ、喜び」を心底から分
かち合うことが大切である。人間は自らの体験を相
手の立場に置き換え行動するため、さまざまな人と
出会い、多くの体験をすることが重要である。直接
会って話し合うことが大切で、電子メールや電話な
ど顔を一切会わさないようではコミュニケーション
能力を高めることはできない。近年、利便性の向上
でコミュニケーション能力が低下し、人との絆が弱
まっている。私は以前から市役所の仕事には高い専
門性とコミュニケーション能力が必要であると述べ
てきた。私も含め市職員はコミュニケーション能力
を高め住民ニーズに応えることが重要である。

　ドクターＴのひとりごと
　　その⑭　「コミュニケーション能力の重要性」
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CAMERA EYE

　６月 28 日、中保育所と東保育所の園児たち 62 人が、地産地消の
食育学習の一環で、地引き網漁を体験。園児たちは、びしょぬれにな
りながら、一生懸命網を引き、小アジやトビウオ、アナゴ、チヌなど
網にかかった魚を見て大喜び。タコやクラゲを見つけては、おそる 

02

　「自分たちのまちは自分たちでキレイに」を合言
葉に、市内全域で一斉に清掃活動を行う「まいづる
クリーンキャンペーン 2013」が７月７日に実施さ
れました。今年は、舞鶴公園をメーン会場に伊佐津

おそる順番に触って
いました。
　 ま た、 獲 れ た 魚
は、昼食で天ぷらや
唐揚げにして美味し
くいただきました。

0301

市民のチカラでまちをキレイに

よいしょ こらしょ  大漁だぁ !

01 うーん、重たいよ～
02 初めて触ります。タコ
03 ぷるぷるゼリーみたい～

Welcome to

　７月 12 日、外務省の青少年交流「日米架け
橋プロジェクト」の一環で日本に招かれた米国
ワシントン州リバティ高校の生徒 23 人が東舞
鶴高校を訪れ、国際文化コース２年生 41 人と
交流しました。
　両高の生徒たちは、11 のグループに分かれ、
それぞれ自己紹介。日本の伝統文化や舞鶴の観
光スポット、流行のファッションなどについて、
英語に日本語を織り交ぜながら会話を楽しんだ
り、けん玉や折り紙など日本の昔ながらの遊び
でコミュニケーションをとっていました。
　また、同校書道担当の前田智先生の指導によ
り、うちわに、「海」「風」「水」「花」などの文
字を筆を使って真剣に書いていました。

川周辺や前島みなと公園などで清掃活動が行われ、市
内全域で 89 団体、3,772 人が参加しました。

01

02 03

★この日集まったごみの量　なんと 28 トン

01   花＝ Flower
02   冊子を使って舞鶴の紹介
03   折り紙で舞ツルを折る
04   潔く一筆で書くのがコツ

01 海まいづる線を清掃
02 三の丸通りを清掃
03 市長もゴミ拾いに参加

04

01

03

02　東舞鶴高校は、「京都グローバルコミュニ
ケーション校」（文科省委託事業）に指定さ
れており、国際文化コースは、英語を学ぶだ
けではなく、積極的に“使う”ことを目的と
したコース。
　訪日旅行生や留学生との交流やネイティブ
スピーカーによる授業などにより、これから
の国際社会に必要な国際感覚とコミュニケー
ション能力の向上に取り組んでいます。

東舞鶴高校

市
功
労
者
・
全
国
大
会

出
場
者
を
紹
介

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
２
０
１
３
（
３
月
23
日

～
26
日
、
千
葉
県
）
田
野
島
遥
夏
（
青

葉
中
２
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献
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し
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た
。
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女性のための骨粗しょう症予防教室

　平成 25 年４月１日現在で、下記の節目年齢の人
に「がん検診無料クーポン券」を郵送しています。
がんは早期発見・治療で治すことができる病気です。
早期発見に最も有効な方法は「定期的にがん検診を
受けること」。
　ご自身の健康とご家族の安心のために、ぜひこの
機会に受診してください。市内実施医療機関で受診
できます。紛失や転入などでクーポン券がない人は
同センターへ問い合わせを。

子宮頸がん検診

【対象】20・25・30・35・40 歳の女性

乳がん・大腸がん検診

【対象】40・45・50・55・60 歳の人
　　　　 ※乳がん検診は女性のみ

　いつまでも丈夫な骨づくりのための食事や生活の
ポイントを紹介します。

【日時・対象】
❖８月 27 日㈫…50 歳～ 60 歳代の女性　
❖８月 28 日㈬…20 歳～ 40 歳代の女性　
　いずれも９時 30 分～ 11 時 30 分

【場所】保健センター
【内容】❖超音波骨密度測定❖骨粗しょう症の話
❖カルシウムたっぷりメニューの実演・試食

【定員】先着各 30 人
【料金】無料
【その他】28 日のみ託児あり（予約が必要）
【申し込み方法】８月２日㈮～８月 20 日㈫に電話
で保健センターへ。

がん検診無料クーポン券

８月のカレンダー
休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      ３日 ㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
      ４日 ㈰ ９時から

    10 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

    11 日 ㈰ ９時から

 17 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 18 日 ㈰ ９時から

 24 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 25 日 ㈰ ９時から

 31 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 ９月１日 ㈰ ９時から

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
    ４日 ㈰ 

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
  11 日 ㈰

  18 日 ㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

  25 日 ㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 ９月１日 ㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

当番会社
㈱マイベイ （☎ 63・7557）

水道修理

納　　期

種　類 納期限
　市府民税

（２期）
９月２日（月）

　後期高齢者医療保険料
　国民健康保険料

（３期）
　介護保険料

※いずれも 400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会を同時開催。

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、軽症
などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日の診療時間
内にかかりつけ医での受診をお願いします。

献血の日程

日 受付時間 会場
   ６日㈫ ９時 30 分～ 12 時 30 分

13 時 30 分～ 16 時 バザールタウン舞鶴

 23 日 ㈮
９時 30 分～ 12 時 舞鶴市役所

14 時～ 16 時 府漁協

日
収集 持ち込み 粗大ごみの

収集申込受付
※３

し尿の
収集可燃

ごみ
不燃
ごみ 清掃事務所 リサイクル

プラザ

 10 日（土） ○ 　○ ※１

平常どおり
（８時 30 分

～ 16 時）

平常どおり
（８時 30 分

～ 16 時）
※２

休 ※５

 11 日（日） 休 休 休 休

 12 日（月） ○ ○ ○ ※５

 13 日（火） ○ ○ ○ 休

 14 日（水） 休 休（振替） ○ 休

 15 日（木） 休 休（振替） ○※４
（収集は休み） 休

 16 日（金） ○ ○ ○ 休

 17 日（土） ○ 　○ ※１ 休 ※５

※１
※２
※３

※４
※５

収集が第２水・第３木曜日の地域は 10 日㈯と 17 日㈯に収集。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。
受付時間は、８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（☎ 64・5953）へ。
収集は毎週木曜日。
収集は 22 日㈭。
10 日と 12 日㈪は舞鶴保健興業㈲が休業。17 日は舞鶴厚生㈱と舞
鶴保健興業㈲が休業。

お盆のごみ・し尿の収集

子宮頸がん検診の受診を

【対象となる接種期間】６月１日～来年３月 31 日㈪まで
【対象】市内に住民票のある満 19 歳以上で次のいず
れかの要件に該当する人
　❖妊娠を希望する女性
　❖妊娠している女性の配偶者
※ただし、現在、妊娠中か妊娠の可能性のある人や過去に
風しん、麻しん風しん混合ワクチンを２回接種した人、風
しんに罹患した人は該当しません。

【助成額】次の額か支払額の少ない方（１回のみ）
❖麻しん風しん混合ワクチン…6,370 円
❖風しんワクチン…4,080 円

【その他】市民税非課税世帯と生活保護世帯は全額助
成（上限額あり。事前に問い合わせを）

【申し込み方法】来年４月 10 日㈭までに領収書と印
鑑、母子健康手帳（妊婦の配偶者のみ）、被接種者名
義の振込口座が分かるものを保健センターか子ども支
援課、西支所保健福祉係、加佐分室へ持参。

　近年 20 ～ 30 歳代の若い女性に子宮頸部のがん
が増えています。初期段階ではほとんど症状がなく
気づきにくいですが、早期に発見・治療すれば、ほ
ぼ 100㌫治癒するといわれています。
　市では、20 歳以上の女性を対象に子宮頸がん検
診を実施します。この機会に受診し、自身の健康管
理にお役立てください。

【期間】来年１月 31 日（金）まで
【場所】 ❖片山産婦人科 ❖白鳥産婦人科 ❖隅山医院
　 　　 ❖舞鶴医療センター ❖舞鶴共済病院

【内容】 ❖問診 ❖視診 ❖子宮頸部の細胞診と内診
【対象】 平成６年３月 31 日以前生まれの女性
【料金】 700 円
【その他】 ２年に１回の検診のため、平成 24 年度
に受診した人は 26 年度に受診を。

【申し込み方法】 電話で保健センターへ。
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

８月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

◎ 教室・相談

◎ 健康診査・予防接種
対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか市ホ

ームページでご確認を。転入や紛失などで予診票
がない人は、同センターへ連絡を。
　子宮頸がん予防ワクチンの接種は、国の通知に
より現在のところ積極的にはお勧めしていません。
ただし、有効性とリスクを理解した上で接種する
ことはできます。

予防接種
（個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 22 年９月 16 日～
23 年２月 16 日生まれ

８月８日㈭
９時～ 11 時 15 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着 20 人

300 円 ８月２日㈮から
電話で

２歳児 平成 23 年３月８日～
８月 15 日生まれ 先着 30 人

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ８月 19 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

心の健康相談室 市内在住の人 ８月 26 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレスなど 先着３人 無料 ８月２日～ 23 日㈮

に電話で

風しん予防接種の費用を助成
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黙とうを捧げましょう
～原爆投下の日・終戦記念日～

event

催
し

図
書
館
の
催
し

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
夏
の
工
作
教
室
・
く
る
く
る
レ
イ
ン
ボ

ー
を
作
ろ
う

●
８
月
21
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
小
学
生
（
中
学
年
以
上
）
●
先
着
15
人

●
８
月
１
日
㈭
か
ら
電
話
か
窓
口
で
。

▪
お
は
な
し
会

●
９
月
４
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時

●
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
幼
児
と
小
学
生

▪
読
書
会

●
９
月
５
日
㈭
10
時
30
分
～
12
時

●
作
品
は
太
宰
治
著
「
斜
陽
」

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
９
月
12
日
㈭
11
時
～
11
時
20
分

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど

●
０
～
２
歳
児

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
舞
鶴
産
ジ
ャ
コ
の
ひ
み
つ
‐
チ
リ
メ
ン

モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
せ

●
８
月
20
日
㈫
14
時
～
16
時

●
海
の
生
き
物
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

●
京
都
大
舞
鶴
水
産
実
験
所
の
益
田
玲
爾

さ
ん
と
鈴
木
啓
太
さ
ん

●
小
学
生
●
先
着
20
人

●
２
０
０
円

●
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

▪
お
は
な
し
会

●
９
月
７
日
㈯
11
時
～
11
時
30
分

●
て
ぶ
く
ろ
人
形
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▪
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

●
・
●
９
月
14
日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
９
月
18
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

採
集
物
の
名
前
を
調
べ
よ
う

●
・
●
❖
８
月
17
日
㈯
…
東
図
書
館

❖
８
月
18
日
㈰
…
西
図
書
館
。
い
ず
れ
も

10
時
～
16
時

●
中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
）

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
８
月
16
日
㈮
・
31
日
㈯
、
９
月
28
日
㈯
、

来
年
３
月
15
日
㈯
13
時
～
16
時

●
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

●
学
校
見
学
、
白
衣
体
験
、
教
材
体
験
、

看
護
学
生
と
の
交
流
な
ど

●
看
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人

●
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・

参
加
日
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
校
（
☎

63
・
４
３
３
８
、
ＦＡＸ
63
・
３
０
１
４)

へ
。

Ｈ
Ａ
ッ
ス
ル
夏
祭
り

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
in
城
南

●
８
月
４
日
㈰
15
時
～
20
時
●
城
南
会
館

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
抽
選
会

●
み
ず
な
ぎ
高
野
学
園
（
☎
75
・
８
８
０
０
）

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
長
谷
川
ま
い 

ち
ぎ
り
花
展

●
８
月
15
日
㈭
ま
で
10
時
～
16
時

●
和
折
の
立
体
的
な
ち
ぎ
り
花
な
ど
を
展
示

▪
み
ず
な
ぎ
鹿
原
学
園
作
品
展

●
８
月
16
日
㈮
～
31
日
㈯
10
時
～
16
時

●
陶
芸
や
布
製
品
、
織
物
な
ど
を
展
示

▪
ビ
バ
ー
チ
ェ
・
フ
ル
ー
ト
＆
ギ
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

●
８
月
16
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

▪
Ｍ
Ｊ
Ｂ
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
８
月
19
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

▪
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

●
８
月
21
日
㈬
12
時
30
分
～
13
時

●
石
間
初
美
さ
ん
と
南
部
久
仁
子
さ
ん
が
出
演

▪
ま
ち
の
お
ん
が
く
や
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
８
月
23
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

▪
歌
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
８
月
26
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

●
大
塚
栽
加
さ
ん
と
後
野
沙
織
さ
ん
が
出
演

▪
沖
縄
民
謡

●
８
月
28
日
㈬
12
時
30
分
～
13
時

●
有
本
茉
利
子
さ
ん
・
さ
り
あ
さ
ん
が
出
演

●
８
月
４
日
㈰
15
時
30
分
～
21
時

●
市
政
記
念
館

●
た
の
い
み
きQ

uarte
t

、m
usk ro

se
、

G
E

B
O

K
IN

 P
lus

、co
lo

rs

が
出
演

●
１
，５
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
し
）

●
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
（
☎
66
・
１
０
９
６
）

　

赤
れ
ん
がS

u
m

m
e

r J
a
zz

＋
プ
ラ
ス

　

～
女
子
力J

a
zz

～

　今から 68 年前の８月６日に広島市、９
日には長崎市に原子爆弾が投下され、一
瞬にして多くの尊い人命が失われました。
また、８月 15 日は終戦記念日です。
　市では、戦後 13 年にわたって海外か
らの引き揚げに大きく関わり、昭和 45
年には引揚記念公園を、また同 63 年に
は引揚記念館を建設し、平和への願いを
発信し続けています。
　犠牲者の冥福と全世界の恒久平和を祈
り、誓いを新たにするため、次の日時に
黙とうを捧げましょう。

【原爆投下の日】
　❖広島市…８月６日（火）   ８時 15 分
　❖長崎市…８月９日（金）11 時  ２分

【終戦記念日】
　８月 15 日（木）正午

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

時時

時時時

場問

問

料 内内

内 内

時時時時時

場

問 内内 内

時時時時

時時時

料 内内内内

内内内

対対対対対対

対対

対対

対対

定

申 講

時時時 場

場

内対対対対

定

申申

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
＆
地
引
き
網
体
験

●
９
月
７
日
㈯
８
時
40
分
～
15
時
30
分

●
明
倫
緑
地
か
市
役
所
玄
関
前
集
合

●
バ
ス
で
竜
宮
浜
海
水
浴
場
に
行
き
、
掃

除
し
な
が
ら
貝
殻
や
漂
着
物
を
集
め
て
作

品
を
つ
く
る
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
と
地
引

き
網
体
験

●
青
葉
山
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
隊
●
先
着
80
人

●
市
内
在
住
の
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

●
８
月
23
日
㈮
ま
で
に
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
児
童
は
学
校
名
・
学
年
）、

電
話
番
号
、
乗
車
場
所
を
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
ま
い
づ
る
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生

活
環
境
課
内
、
☎
66
・
１
０
０
５
、
ＦＡＸ

66
・
１
０
１
５
）
へ
。

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

●
８
月
23
日
㈮
13
時
～
15
時

●
中
総
合
会
館

●
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

●
８
月
31
日
㈯
11
時
～
14
時

●
中
総
合
会
館

●
日
用
品
や
雑
貨
、
食
品
の
販
売
・
模
擬

店
。
子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も

●
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）

浮
島
丸
殉
難
68
周
年
追
悼
集
会

●
８
月
24
日
㈯
11
時
か
ら

●
浮
島
丸
殉
難
の
碑
公
園

●
追
悼
の
舞
や
歌
、
献
花
な
ど

●
浮
島
丸
殉
難
者
を
追
悼
す
る
会
の
余
江

さ
ん
（
☎
63
・
２
５
３
９
）

志
楽
川
エ
コ
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

●
８
月
24
日
㈯
９
時
か
ら

●
本
町
バ
ス
停
、
中
舞
鶴
バ
ス
停
、
市
役

所
玄
関
前
集
合

●
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
鹿
原
神
社
、
松
尾

地
区
の
見
学
な
ど
●
先
着
35
人

●
８
月
13
日
㈫
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
生

活
環
境
課
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公

民
館
な
ど
に
備
え
付
け
）
で
。

●
舞
鶴
の
川
と
海
を
美
し
く
す
る
会
事
務

局
（
生
活
環
境
課
内
、
☎
66
・
１
０
０
５
）

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
亀
渕
友
香 w

ith
 S

tarLig
h
ts

ゴ
ス
ペ

ル
コ
ン
サ
ー
ト

●
９
月
1
日
㈰
18
時
30
分
か
ら

●
全
席
指
定 

一
般
３
，
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
３
，
０
０
０
円

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
憧
れ
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を
弾
い
て
み

よ
う
！P

art

２

●
９
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬
・
13
㈮
・
14
日
㈯
・

16
日
㈷
13
時
～
21
時
（
14
日
と
16
日
は
９
時

～
18
時
）
●
ピ
ア
ノ
歴
が
1
年
以
上
の
人

●
１
人
１
時
間
の
た
め
先
着
で
受
け
付
け

●
１
，
０
０
０
円(

１
時
間
）

●
電
話
で
同
館
へ
。

▪
都
は
る
み
コ
ン
サ
ー
ト

●
10
月
20
日
㈰
14
時
か
ら

●
全
席
指
定　

一
般
６
，
８
０
０
円

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

【
市
民
会
館
】

▪
上
妻
宏
光
“S

tandard S
ongs

”Tour

「
三
味
線
と
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
名
曲
達
」

●
８
月
４
日
㈰
15
時
30
分
か
ら

●
全
席
指
定 

３
，
８
０
０
円

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

障
害
者
将
棋
大
会

●
９
月
８
日
㈰
13
時
～
17
時

●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
に
よ
る
対
局
や
審

判
員
と
の
交
流
な
ど

●
８
月
19
日
㈪
～
９
月
５
日
㈭
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
身
障
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３

０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）
へ
。

●
８
月
25
日
㈰
10
時
～
17
時

●
中
総
合
会
館

●
２
敗
失
格
シ
ス
テ
ム
で
実
施

●
一
般
２
，
０
０
０
円
、
学
生
１
，
０
０

０
円

●
受
け
付
け
は
当
日
９
時
45
分
ま
で

●
棋
鶴
会
の
熊
倉
さ
ん
（
☎
66
・
３
１
８
８
）

　

市
議
会
議
長
杯
将
棋
大
会

　引揚記念館では抑留者と帰還を待つ家族と
の交流を伝える資料を展示する企画展「絆
-11 年間の家族の記録 -」を開催中。

【日時】10 月 31 日㈭まで。９時～ 17 時
【場所】引揚記念館
【内容】 ❖家族を思って近況などが書かれたシ
ベリアからの「俘虜用郵便はがき」
❖抑留された夫を思ってつづられた妻の日誌
❖写真やアルバム　など

【入館料】300 円（学生 150 円）

▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

引揚記念館企画展
「絆 -11年間の家族の記録-」

◀
妻
の
日
誌

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

時場内対対

定

定

時時 場場 問問

問

内内

定

申

時時

時

時 場問料

料 料

内

内

申時

時時

時場

場場問 料

料内

内内

対対申

申

講

他

他他

他

教
室
・
講
座

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
８
月
７
日
㈬
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
８
月
21
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
30
分

〈
共
通
〉

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
や
心
肺
蘇
生

法
な
ど

●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
各
消

防
署
へ
。

時時定申 内
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●
９
月
12
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

●
西
公
民
館

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
運
動
や
マ

ッ
サ
ー
ジ

●
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
さ
ん

●
子
育
て
中
の
母
親

●
先
着
15
人
●
託
児
あ
り

●
９
月
５
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３

３
３
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

上
級
救
命
講
習

●
９
月
９
日
㈪
９
時
～
17
時

●
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

●
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
外

傷
の
手
当
て
な
ど
●
先
着
40
人

●
９
月
３
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
東
消
防
署

（
☎
65
・
０
１
１
９
）
か
西
消
防
署
（
☎

77
・
０
１
１
９
）
へ
。

夏
休
み
親
子
工
作
教
室

●
８
月
21
日
㈬
13
時
～
16
時

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
木
製
品
を
再
利
用
し
て
整
理
箱
を
作
る

●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
●
先
着
８
組

●
８
月
９
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）
へ
。

身
障
セ
ン
タ
ー
・
英
語
講
座

●
８
月
17
日
㈯
と
24
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分

●
身
障
セ
ン
タ
ー
●
松
岡
芳
子
さ
ん
●
市

内
在
住
の
障
害
者
●
先
着
20
人
●
３
０
０
円

●
８
月
５
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ

62
・
９
５
４
６
）
へ
。

家
庭
介
護
講
座

●
９
月
10
日
・
17
日
・
24
日
の
火
曜
日
に

計
３
回
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
西
公
民
館

●
車
い
す
の
使
い
方
や
食
事
、
着
替
え
の

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

▪
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

●
９
月
５
日
～
26
日
の
木
曜
日
に
計
４

回
、
10
時
～
11
時
30
分
●
撮
影
方
法
や
保

存
、
画
像
処
理
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
な
ど

●
野
瀬
貴
則
さ
ん
●
先
着
20
人
●
３
，
５

０
０
円
●
８
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
英
語
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

●
９
月
６
日
～
12
月
20
日
の
金
曜
日
に
計

16
回
、
19
時
～
20
時
30
分

●
リ
ス
ニ
ン
グ
や
読
解
、
文
法
・
翻
訳

●
貫
井
孝
典
・
千
里
金
蘭
大
名
誉
教
授

●
先
着
15
人
●
月
３
，
０
０
０
円

●
８
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

▪
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
教
室

●
９
月
27
日
㈮
10
時
～
12
時
●
平
野
恭
子

さ
ん
●
初
め
て
受
講
す
る
人
●
先
着
20
人

●
５
０
０
円
●
９
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

夜
間
ろ
く
ろ
初
心
者
教
室

●
８
月
21
日
～
11
月
13
日
の
水
曜
日
に
計

８
回
、
19
時
～
21
時
●
陶
芸
館

●
10
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
７
，
０
０
０
円
（
土
代
が
別
途
必
要
）

●
８
月
11
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

64
・
３
２
６
３
）
へ
。

気
こ
う
研
修
会

▪
８
月
31
日
㈯
❖
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
14

時
～
16
時
❖
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
要
予
約
）
…

16
時
～
17
時

▪
９
月
１
日
㈰
❖
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
10

時
～
12
時
と
14
時
～
16
時
❖
ヒ
ー
リ
ン
グ

（
要
予
約
）
…
16
時
～
17
時

〈
共
通
〉

●
西
市
民
プ
ラ
ザ
●
村
上
敬
子
さ
ん

●
各
２
，
０
０
０
円

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
愛
の
気
の
岡
山
さ
ん

（
☎
・
ＦＡＸ
63
・
３
８
１
７
）
へ
。

テ
ニ
ス
教
室

●
９
月
２
日
～
18
日
の
月
、
水
、
金
曜
日

に
計
７
回
、
19
時
～
21
時

●
東
舞
鶴
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
社
会
人

●
先
着
40
人

●
３
，
０
０
０
円

●
９
月
２
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
同
公
園
管

理
棟
（
☎
63
・
７
６
４
３
）
へ
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

●
９
月
３
日
～
24
日
の
毎
週
火
・
金
曜
日

に
計
７
回
、
19
時
～
21
時

●
前
島
み
な
と
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
社
会
人

●
先
着
30
人

●
３
，
０
０
０
円

●
８
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
公
園
管

理
棟
（
☎
63
・
８
９
６
３
）
へ
。

たかはま漁火想たかはま漁火想

高浜町の
お知らせ 若狭たかはま漁

いさりびそう

火想
　水中花火や創作花火「櫓

やぐらドラゴン

龍（30 万発）」の打ち上げのほか、
約 12,000 個のキャンドルライトアップを実施します。
　ぜひ夏の思い出作りは高浜町で…。

【日時】８月 10 日㈯ 16 時から
【場所】若宮海水浴場～城山公園（※メーン会場は若宮海水浴場）
【問い合わせ先】若狭たかはま漁火想実行委員会
　　　　　　　  （☎ 0770・72・6670）
　　　　　　　  ホームページ ： http://www.isaribisou.com

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

時時時 場

場

場

場

料

対対

対対

定

定

申申

講

時時 場場

料

料料料 対対対対

定

定定

申

申申申

講

時時 場場 内内

定

申 時

料

内定申 講時 時料

料

内

対対

定

定

申

申

講

講

援
助
の
実
技
指
導
●
先
着
20
人

●
９
月
３
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

75
・
６
５
０
１
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

有 

料 

広 

告

●
10
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭
に
計
８
回
、
10

時
～
16
時

●
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
剪
定
・
整
枝
の
基
礎
知
識
と
技
術
な
ど

●
府
内
在
住
の
55
歳
以
上

●
15
人
（
多
数
の
場
合
選
考
）

●
９
月
10
日
㈫
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
）
で
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
３

２
３
３
）

　

造
園
管
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

前
庭
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

●
９
月
29
日
㈰
13
時
～
17
時

●
総
合
文
化
会
館
前
庭

●
生
演
奏
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
な
ど

●
所
定
の
用
紙
（
同
館
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
）
で
。
８
月
20
日
㈫
必
着
。

●
文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

募
集

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

●
８
月
30
日
㈮
ま
で
の
平
日
（
８
時
30
分

～
16
時
30
分
）
と
18
日
㈰
（
13
時
～
16
時

30
分
）
●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
所
定
の
用
紙
（
同
プ
ラ
ザ
備
え
付
け
）

で
（
１
世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

自
衛
官
な
ど

▪
航
空
学
生
（
来
春
採
用
）

●
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
～
20
歳

▪
一
般
曹
候
補
生
（
来
春
採
用
）

●
18
～
26
歳

▪
自
衛
官
候
補
生
男
子
・
女
子
（
来
春
採

用
予
定
）

●
18
～
26
歳

〈
共
通
〉

●
９
月
６
日
㈮
ま
で
（
自
衛
官
候
補
生
男
子

は
常
時
）。
試
験
日
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

●
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
（
☎
63
・
３

２
７
２
）

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

魚
つ
り
で
遊
ぼ
う
！
お
も
ち
ゃ
図
書
館

●
８
月
22
日
㈭
、
９
月
３
日
㈫
・
11
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分
●
中
総
合
会
館

●
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
３
Ｂ
体
操
、
保
護
者

同
士
の
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

（
第
１
子
優
先
）
●
先
着
15
組

●
８
月
２
日
㈮
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

●
８
月
25
日
㈰
10
時
～
15
時

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
西
乳
児
保
育
所
内
）

●
布
や
木
で
つ
く
っ
た
魚
の
お
も
ち
ゃ
を

つ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
マ
ド
レ
ー
ヌ

の
部
屋
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
。

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
☎
76
・
０
５
７
３
）

子
育
て

親
子
の
い
い
関
係
を
作
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

●
８
月
31
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
総
合
会
館

●
子
育
て
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ツ
に

つ
い
て
講
演

●
松
野
敬
子
さ
ん

●
子
育
て
中
の
親
●
託
児
あ
り

●
８
月
２
日
㈮
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

時時時

時時

時

場

場

場

場

場

場

問問

問問

問 内内

内内

内内

対対

対対 対対 対対 対対

対対

定

定

定

申申申申

申申

申 講

他

マ
マ
フ
ラ
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

時場対対定申 講

他

●
８
月
21
日
㈬
10
時
～
12
時

●
赤
れ
ん
が
工
房

●
心
を
育
て
る
お
金
の
教
育
や
お
こ
づ
か
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
の
陣
内
恭
子
さ
ん

●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
●
先
着
50
人

●
京
都
生
協
両
丹
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
（
☎

０
１
２
０
・
０
７
５
・
２
６
２
）

子
ど
も
の
こ
づ
か
い
体
験
教
室

時場内 内対対

定

申

講

英
語
で
健
や
か
子
育
て
教
室

●
９
月
13
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
城
南
会
館

●
英
語
で
ピ
ザ
づ
く
り
の
実
習

●
ジ
ョ
イ
・
ヒ
ー
ス
さ
ん

●
３
才
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
15
人
●
５
０
０
円

●
託
児
あ
り

●
８
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

78
・
１
８
０
０
）
へ
。

時場

料

内対対定申 講他
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▪
電
話
相
談

●
８
月
８
日
～
22
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
専
門
の
女
性
相
談
員

が
応
じ
る
。
専
用
電
話（
65
・
０
０
５
６
）へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
８
月
21
日
㈬
11
時
～
13
時
50
分

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
、
情
報
提
供
な
ど
。
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
る
●
先
着
２
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
８
月
21
日
㈬
14
時
10
分
～
15
時
40
分

●
得
意
分
野
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言

●
先
着
４
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
８
月
27
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
９
月
11
日
㈬
11
時
～
14
時
10 

分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
。
女
性
問
題
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
応
じ
る

●
先
着
３
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉
●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

　

そ
の
他

❖人口　86,483 人（‐92 人）❖男　43,336 人（‐56 人）❖女　43,147 人（‐36 人）
❖世帯　35,243 世帯（ ‐ ２世帯）
※平成 25 年７月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

発行部数 41,700部

画像のサイズ １枠　縦60㍉×横  90㍉
２枠　縦60㍉×横180㍉

形式【容量】 AI、EPS、JPEG、BMP
【500㌔バイト以下（２枠は１メガバト）】

掲載料（月額） ❖１枠…12,500円　❖２枠…25,000円

▶詳しくは、広報広聴課（☎ 66・1041）へ。

お店や会社を PR
広報まいづるへの広告を募集中

８
月
の
市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
13
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
東
公
民
館

●
個
人
間
や
家
庭
内
、
消
費
生
活
な
ど
の
相

談
に
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
市
民
法
律
相
談

●
16
日
㈮
13
時
か
ら

●
西
総
合
会
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
14
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
公
証
相
談

●
20
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
20
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問
題
、
家

屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
行
政
書
士
相
談

●
28
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

療
育
相
談

●
８
月
12
日
㈪
と
26
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

巡
回
更
生
相
談

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

●
８
月
６
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

●
西
総
合
会
館

●
整
形
外
科
と
補
装
具
の
相
談

●
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）
を
持
参

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
福

祉
課（
☎
66
・
１
０
３
３
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）へ
。

相
談

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

時時

場

場

内内

内

問

時時

時時

時時時時時

時時時場

場

場場

場場場内内

内内

内内内内内

内内内

対対

対対

定

定定 定

定

申申

申申申 申

申

他

他

他他 他

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

有 

料 

広 

告

高
齢
者
見
守
り
活
動
強
化
事
業
助
成
金

つ
る
の
会
ゆ
め
基
金
助
成
金

立
命
館
大
法
科
大
学
院
無
料
法
律
相
談

●
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、
定
期
的
な

戸
別
訪
問
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
な
ど
見
守
り
活
動
強
化
を
行
う
団
体

に
助
成
（
限
度
額
１
活
動
あ
た
り
５
万
円
）

●
実
施
期
間
は
来
年
３
月
31
㈪
ま
で

●
８
月
23
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
社

会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
）
で
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
取
り
組

む
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、研
修
会
に
助
成（
限

度
額
10
万
円
。
年
１
回
）

●
市
内
在
住
の
女
性
で
２
年
以
上
活
動
実

績
が
あ
る
団
体
か
個
人

●
９
月
30
日
㈪
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
フ

レ
ア
ス
舞
鶴
に
備
え
付
け
）
で
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
い
づ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
事
務
局
（
☎
63
・
３
３
０
５
）

海
の
も
し
も
は
「
１
１
８
番
」
へ

　

海
に
海
水
浴
や
釣
り
な
ど
で
遊
び
に
行

く
機
会
が
増
え
る
季
節
で
す
。
疲
れ
て
い
る

と
き
、
飲
酒
し
た
と
き
の
遊
泳
は
危
険
で
す

の
で
海
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ぶ
と
き
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
着
用
と
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
に

入
れ
携
帯
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
よ
う
。
海

で
事
故
が
発
生
し
た
と
き
や
事
故
を
目
撃
し

た
と
き
は
迷
わ
ず
「
１
１
８ 

番
」
へ
。

●
舞
鶴
海
上
保
安
部
（
☎
76
・
４
１
２
０
）

●
９
月
14
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分
と

15
日
㈰
９
時
30
分
～
14
時
30
分

●
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

●
相
続
や
破
産
、
離
婚
、
労
働
問
題
な
ど

●
刑
事
事
件
や
係
争
中
の
相
談
は
不
可

●
８
月
19
日
㈪
～
９
月
13
日
㈮
に
電
話
で

市
民
相
談
課
（
☎
66
・
１
０
０
６
）
へ
。

府
の
土
地
を
売
却

引
き
揚
げ
時
の
通
貨
や
証
券
を
返
還

　

終
戦
当
時
に
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
た
人
が

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
返

還
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
ほ
か
、
家
族
も
問

い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
が
で
き
ま
す
。

●
大
阪
税
関
舞
鶴
税
関
支
署
（
☎
75
・
９
１
１
６
）

　

８
月
29
日
㈭
に
入
札
。
市
内
の
入
札
予
定

物
件
は
次
の
と
お
り
。
❖
元
舞
鶴
・
舞
鶴
第

２
職
員
住
宅
❖
元
舞
鶴
地
方
振
興
局
長
公
舎

❖
元
西
舞
鶴
高
等
学
校
校
長
公
舎
。
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w

w
.p

ref.kyo
to

.jp
/

sisa
n

）
で
も
紹
介
●
京
都
府
府
有
資
産
活

用
課
（
☎
０
７
５
・
４
１
４
・
５
４
３
５
）

そ
の
他

聞
こ
え
の
相
談
会

●
８
月
22
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者
●
先
着
５
人

●
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３
市

内
字
余
部
上
２
‐
９
）で
同
セ
ン
タ
ー（
☎

64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

府
民
無
料
法
律
相
談

●
８
月
19
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10
人

●
８
月
16
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

●
８
月
21
日
㈬
13
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
３
人

●
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者
支

援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
８
月
16
日
㈮
10
時
～
16
時

●
進
路
・
就
職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談

●
15
～
お
お
む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

▪
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

●
８
月
26
日
㈪
10
時
～
16
時

●
子
育
て
中
の
母
親
の
就
業
相
談

〈
共
通
〉

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

定
例
教
育
委
員
会

都
市
計
画
（
用
途
地
域
）
説
明
会

●
８
月
28
日
㈬
14
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

●
８
月
５
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
●
西
総
合

会
館
●
用
途
地
域
の
決
定
に
つ
い
て
説
明

●
都
市
計
画
課
（
☎
66
・
１
０
４
８
）

傍
聴

時時

時時時

時

時時場

場

場

場

場

場

問

問問

問 問 問 問

内

内

内内

内

内

内

内内 対対対対

対対

対対

定

定

定

申 申

申

申

申

申申他

他
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ア
ル
ギ
ッ
ト
農
法
と
の
出
会
い

市
長
　
ア
ル
ギ
ッ
ト
葡ぶ

ど
う萄
を
作
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

梅
原
さ
ん
　
私
は
、
20
歳
の
頃
か
ら
農
業
を
始

め
ま
し
た
。
最
初
は
切
り
花
や
野
菜
の
露
地
栽

培
を
し
ま
し
た
が
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
い
か
ず
、

次
に
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

か
ら
40
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
最
初
は
ト
マ

ト
作
り
で
し
た
が
、「
形
」
よ
り
も
「
味
」
に

こ
だ
わ
り
、
ほ
か
の
も
の
と
は
ひ
と
味
違
う
と

い
う
こ
と
で
売
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出

会
っ
た
の
が
ア
ル
ギ
ッ
ト
農
法
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
肥
料
を
試
し
ま
し
た
が
、
た

ま
た
ま
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
肥
料
を
ト
マ
ト
に

使
っ
て
み
た
ら
、
今
ま
で
よ
り
も
甘
く
て
、
つ

や
が
あ
り
、
香
り
の
よ
い
も
の
が
で
き
た
の
で

す
。
そ
れ
で
次
は
ブ
ド
ウ
作
り
に
挑
戦
し
た
の

で
す
。

市
長
　
な
ぜ
ブ
ド
ウ
を
作
ろ
う
と
？

梅
原
さ
ん
　
子
ど
も
の
頃
に
ブ
ド
ウ
が
好
き
で

し
た
が
、
な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
が
食
べ
た
い
も
の
を
作
り
た

い
、
そ
れ
を
周
り
の
人
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
と

い
う
の
が
原
点
で
す
。
そ
れ
と
、
こ
れ
か
ら
ブ

ド
ウ
の
時
代
が
来
る
と
い
う
自
分
な
り
の
確
信

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
30
歳
の
頃
で
す
。

市
長
　
な
ぜ
、
ア
ル
ギ
ッ
ト
農
法
で
お
い
し
く

な
る
の
で
す
か
？

梅
原
さ
ん
　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
海
藻
に
は
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
果
樹
の
う

ま
み
成
分
を
引
き
出
す
力
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
果
樹
栽
培
は
肥
料
だ
け
で
は
な
く
水
、

土
、
光
、
温
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
関

係
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
手
間
を
か
け
て
今
の
状
態
に
な
っ

た
と
い
う
感
じ
で
す
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

市
長
　
長
く
農
業
を
や
っ
て
こ
ら
れ
て
、
一
番

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

梅
原
さ
ん
　
何
と
い
っ
て
も
、
初
め
て
自
分
が

求
め
て
き
た
も
の
が
で
き
た
と
き
で
す
。
満

足
す
る
も
の
が
ね
。
実
は
ブ
ド
ウ
は
７
年
間
実

が
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
素
人
が
最
初
か
ら

先
生
な
し
で
や
る
の
は
無
謀
で
す
よ
ね
（
笑
）。

そ
の
中
で
や
っ
て
き
て
初
め
て
自
分
の
納
得
の

い
く
も
の
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
れ
は
何
と
も

言
え
な
か
っ
た
で
す
。

市
長
　
７
年
も
？

梅
原
さ
ん
　
は
い
。
な
ぜ
実
ら
な
い
の
か
わ

か
ら
な
く
て
山
梨
ま
で
ブ
ド
ウ
園
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
山
梨
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
岡
山
へ
も
行
き

ま
し
た
。

市
長
　
先
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
方
の
所

へ
勉
強
に
行
く
わ
け
で
す
ね
。

梅
原
さ
ん
　
わ
か
ら
な
い
ま
ま
だ
と
行
き
詰
ま

る
で
し
ょ
。
聞
き
に
行
け
る
人
が
い
た
ら
聞
き

に
行
っ
た
ら
よ
い
の
で
す
。
遠
い
近
い
は
関
係

な
い
で
す
よ
。

市
長
　
私
も
同
じ
で
す
。手
術
の
手
技
で
す
が
、

日
本
で
５
本
の
指
に
入
る
ド
ク
タ
ー
を
全
員
訪

ね
ま
し
た
。
あ
あ
い
う
や
り
方
も
あ
る
の
だ
な

と
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

梅
原
さ
ん
　
見
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
い
こ
と

で
す
。
ほ
か
の
よ
い
ブ
ド
ウ
を
見
て
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
自
分
の
ブ
ド
ウ
も
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。
い
か
に
目
を
養
っ
て
い
く
か
だ
と

思
い
ま
す
。

市
長
　
ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で

す
ね
。

匠
の
技
を
後
世
へ

梅
原
さ
ん
　
去
年
の
夏
く
ら
い
か
ら
若
い
ご

夫
婦
に
農
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
界
は
あ
る
程
度
経
験
を
つ
ま
な
い
と

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
私
が
生
き
て
い
る
間

は
い
く
ら
で
も
協
力
す
る
の
で
、「
目
標
」
を

も
っ
て
、
今
の
施
設
で
何
と
か
や
れ
る
体
制

を
作
れ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
何
事
も
自
分
で

汗
を
流
さ
な
か
っ
た
ら
だ
め
で
す
。
で
も
、

自
分
は
人
に
も
の
を
教
え
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
ど
う
や
っ
て
教
え
た
ら
よ
い
の
か
正
直

わ
か
ら
な
い
の
で
す
（
笑
）。

市
長
　
以
前
、
多
く
の
若
手
を
育
て
ら
れ
て
い

た
知
り
合
い
の
ド
ク
タ
ー
に
、
ど
う
や
っ
て
教

え
た
ら
い
い
の
か
と
尋
ね
た
ら
、「
働
い
て
い

る
姿
、
背
中
を
見
せ
れ
ば
い
い
。
一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
ら
、
言
わ
な
く

て
も
い
い
の
だ
」
と
。
私
も
そ
う
だ
と
思
い
ま

す
。梅
原
さ
ん
が
１
つ
ひ
と
つ
言
わ
な
く
て
も
、

そ
ば
に
い
て
見
て
い
る
だ
け
で
、
工
夫
を
し
な

い
と
い
け
な
い
と
か
、
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト

を
若
者
は
つ
か
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。

　ミネラルやビタミン、カル
シウムなどの栄養素が豊富に
含まれるノルウエ―産の海藻
を肥料に用いる「アルギット
農法」により育てられる。
　木や枝、葉、土との「対話」
ともいえる手間をかけた梅原
さんの匠の技によって、濃厚
な味と食べ応えで評判の葡萄
が生み出される。
　食べごろは、８月上旬～
10 月中旬。

　市内で活躍されている“匠”を、市長との対談で紹介する「“匠”探訪記」。
第４回目は、絶品の味を提供している「舞鶴のアルギット葡萄」の生みの親、
梅原治喜さんです。

七転び八起き・・・失敗は成功のもと

味へ のこだわり　夢はつづく

多々見市長の「〝 匠 〟探訪記」④

▲梅原治喜さん（71 歳、平）　
梅原農園を経営。独学で農業を学ぶ。幾
度となく失敗を繰り返し、究極の味にた
どり着いた努力の人。「舞鶴のアルギット
葡萄」は舞鶴あぐりブランド推奨品にも
登録され、今は後継者の指導にあたる。

▲匠の技に感心

▲ブドウの香りが辺り一面に

▲ビニールハウスへ移動

▲もうすぐ収穫を迎える「藤
ふじみのり

稔」

▲のどかな小道を歩く梅原さんと市長

▲すぐに意気投合

舞鶴のアルギット葡萄

「舞鶴のアルギット葡萄」生産者　梅原治
は る き

喜さん
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◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

だ
色
に
な
る
し
、
若
竹
色
と
言
う
の
で
す
け
ど
、

そ
う
い
う
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
、
水
が
足
ら

な
け
れ
ば
必
ず
黒
く
な
る
し
、
そ
れ
を
毎
朝
行
っ

て
観
察
す
る
。
こ
れ
が
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
夢

市
長
　
ア
ル
ギ
ッ
ト
葡
萄
が
お
い
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
何
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

梅
原
さ
ん
　
一
番
い
い
の
は
、
舞
鶴
の
魚
と
か

か
ま
ぼ
こ
と
か
の
「
と
び
っ
き
り
」
を
売
る
場

所
を
開
設
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
形
で
売
り
出
し
て
い
く
と
ま
た
違
っ
た

宣
伝
効
果
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に

来
た
ら
、
い
つ
で
も
買
え
る
。
そ
の
期
間
中
は

い
つ
で
も
あ
り
ま
す
よ
と
。
や
は
り
、
地
元
の

も
の
は
地
元
で
守
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
か
っ
た

ら
、
舞
鶴
の
農
家
は
や
っ
て
い
け
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
は
販
売
ル
ー
ト
も
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

梅
原
さ
ん
　
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
初
め

て
農
業
は
成
り
立
っ
て
い
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

生
産
者
の
生
産
意
欲
も
増
す
と
思
い
ま
す
。
時

代
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
。
い
か
に
先
を

読
む
か
が
大
事
で
す
。

市
長
　
梅
原
さ
ん
は
何
で
も
前
向
き
に
努
力
さ
れ

る
方
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
や
り
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？ 

梅
原
さ
ん
　
ま
ず
、
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
で
す

ね
。
そ
れ
が
第
一
で
す
。
１
人
だ
っ
た
ら
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
。
２
人
は
育
て
て

い
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
自
分
の
役
目
は
終
わ

る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
新
た
な
分
野
と
い
う
の
は
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
？

梅
原
さ
ん
　
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
で
精
い
っ

ぱ
い
で
す
が
、
で
き
た
ら
こ
こ
に
し
か
な
い
新

し
い
品
種
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
で
き
る
の
は
千
に
一
つ
で
す
け
ど
。

市
長
　
そ
う
い
う
働
き
は
も
う
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

梅
原
さ
ん
　
い
や
い
や
、
そ
れ
を
さ
せ
て
ほ
し
い

の
で
早
く
や
め
さ
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
の

で
す
。
早
く
楽
を
さ
せ
て
く
れ
よ
っ
て
（
笑
）。

市
長
　
こ
れ
か
ら
も
、
ぜ
ひ
、
お
元
気
で
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

梅
原
さ
ん
　
い
つ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

け
ど
（
笑
）

市
長
　
や
れ
る
ま
で
（
笑
）。
区
切
ら
ず
に
。

失
敗
は
成
功
へ
の
糧

市
長
　
最
近
の
教
育
と
い
う
の
は
、
教
科
書
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
て
、
何
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

ど
お
り
に
や
っ
て
い
れ
ば
う
ま
く
い
く
と
い
う

こ
と
に
慣
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
新

し
い
こ
と
に
は
戸
惑
う
の
で
す
。
失
敗
し
て
も
、

１
か
ら
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
な
い
も
の

で
す
か
ら
。
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

梅
原
さ
ん
　
失
敗
は
何
回
し
て
も
よ
い
が
同
じ

失
敗
は
繰
り
返
す
な
と
言
っ
て
い
ま
す
。
失
敗

な
し
に
成
功
は
な
い
。
私
は
ず
っ
と
失
敗
ば
か

り
で
し
た
が
（
笑
）。
自
分
で
判
断
し
て
、
ど
こ

で
ど
う
間
違
っ
た
の
か
、
病
気
で
も
何
で
も
い

か
に
早
く
そ
れ
に
気
が
つ
く
か
が
大
事
な
の
で

す
。
疑
問
に
思
っ
た
ら
聞
き
に
来
い
と
。
こ
っ
ち

か
ら
先
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
何
ひ
と
つ
考

え
な
く
自
分
で
覚
え
よ
う
と
し
な

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
若
い
者
に

は
デ
ー
タ
を
残
し
て
お
か
な
く
て

は
だ
め
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
全
部
勘
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
今
、
土
壌
分
析
を
試
験
所
で

し
て
も
ら
っ
て
、
す
べ
て
を
デ
ー

タ
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

の
子
は
そ
う
い
う
の
に
強
い
で

す
ね
。
私
な
ん
か
科
学
的
な
こ
と

は
か
ら
っ
き
し
で
す
け
ど
（
笑
）。

ほ
か
に
大
切
な
こ
と
は
、（
植
物

の
）「
顔
」
で
す
ね
。
野
菜
の
成

長
点
で
す
。
葉
の
つ
や
と
か
、
の

び
や
か
に
の
び
て
い
る
か
と
か
、

成
長
が
と
ま
っ
た
ら
黒
い
く
す
ん

▲お互いの経験談で話が盛り上がる

ブドウの木の下で記念撮影

多々見市長の「〝 匠 〟探訪記」④
        「舞鶴のアルギット葡萄」生産者　梅原治喜さん

前ページからの続き


